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本
書
は
、
ア
ラ
ル
海
の
主
水
源
で
あ
る
ア
ム
ダ
リ
ヤ
下
流
域
の
ホ

ラ
ズ
ム
に
お
け
る
一
六
〜
二
〇
世
紀
初
頭
の
灌
漑
史
の
展
開
と
政
権

の
興
亡
、
自
然
環
境
の
変
化
と
の
関
わ
り
を
、
ソ
連
解
体
後
に
ア
ク

セ
ス
可
能
と
な
っ
た
一
次
史
料
群
を
含
む
多
言
語
の
史
料
を
渉
猟
し

た
実
証
史
学
の
立
場
か
ら
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

評
者
は
、
国
際
関
係
論
お
よ
び
ガ
バ
ナ
ン
ス
論
の
観
点
か
ら
中
央

ア
ジ
ア
の
水
資
源
問
題
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
純
然
た
る

実
証
史
学
の
成
果
で
あ
る
本
書
を
専
門
的
に
評
価
す
る
力
は
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
。
だ
が
、
本
書
は
、
現
代
の
中
央
ア
ジ
ア
が
直
面
す

る
水
資
源
問
題
を
考
え
る
上
で
非
常
に
示
唆
に
富
ん
だ
研
究
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
本
書
の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
た
上
で
、
今
日

の
中
央
ア
ジ
ア
水
資
源
問
題
か
ら
見
た
本
書
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

本
書
の
構
成
は
、
全
四
章
と
序
論
お
よ
び
結
論
か
ら
な
る
。
第
一

章
「
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
の
成
立
と
ト
ル
ク
メ
ン
の
移
動
」
は
、
一
六

世
紀
初
頭
に
ホ
ラ
ズ
ム
・
オ
ア
シ
ス
に
成
立
し
た
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国

で
書
か
れ
た
年
代
記
お
よ
び
同
国
を
訪
問
し
た
旅
行
者
・
使
節
の
記

録
を
も
と
に
、
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
と
一
七
世
紀
以
降
に
同
オ
ア
シ
ス

に
本
格
的
に
進
出
し
た
遊
牧
集
団
「
ト
ル
ク
メ
ン
」
と
の
関
係
を
、

潅
漑
事
業
と
軍
事
遠
征
に
着
目
し
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
著
者
は
、

ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
政
府
は
、
ホ
ラ
ズ
ム
の
唯
一
の
水
源
で
あ
る
ア
ム

ダ
リ
ヤ
河
が
自
然
環
境
に
よ
り
自
由
に
そ
の
流
路
の
変
化
し
た
際
の

塩
谷
哲
史
著
（
風
響
社
、
二
〇
一
四
年
）

『
中
央
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影
響
を
、
む
し
ろ
政
治
的
目
的
達
成
の
道
具
と
し
て
き
た
こ
と
を
指

摘
す
る
。
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
は
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
初

頭
に
か
け
て
、
乾
燥
化
し
て
い
た
ア
ム
ダ
リ
ヤ
左
岸
の
潅
漑
の
た
め

に
建
設
し
た
「
ラ
ウ
ザ
ー
ン
運
河
」
に
向
け
て
ア
ム
ダ
リ
ヤ
が
決
壊

し
た
際
に
形
成
さ
れ
た
湖
沼
を
利
用
し
て
潅
漑
地
を
拡
大
し
た
。
さ

ら
に
、
ハ
ン
国
政
府
は
、
連
年
の
軍
事
遠
征
で
連
行
し
た
ホ
ラ
ズ

ム
・
オ
ア
シ
ス
外
部
の
諸
集
団
を
そ
の
拡
大
し
た
潅
漑
地
に
移
住
・

入
植
さ
せ
る
な
ど
、
軍
事
遠
征
と
潅
漑
事
業
を
結
び
つ
け
た
。
と
く

に
、
ト
ル
ク
メ
ン
な
ど
遊
牧
集
団
は
、
新
潅
漑
地
の
分
与
、
免
税
、

免
役
の
特
権
を
得
る
の
と
引
き
換
え
に
ハ
ン
の
軍
事
遠
征
に
軍
事
力

を
提
供
し
た
。
こ
の
潅
漑
と
軍
事
行
動
の
結
合
は
、
ト
ル
ク
メ
ン
・

ヨ
ム
ー
ト
族
の
騒
擾
（
一
八
五
〇
年
）
ま
で
続
い
た
。
そ
の
後
、
ヨ

ム
ー
ト
族
の
騒
擾
は
ト
ル
ク
メ
ン
諸
部
族
に
よ
る
反
乱
へ
と
拡
大

し
、
ハ
ン
国
政
府
は
一
八
五
七
年
ラ
ウ
ザ
ー
ン
運
河
閉
鎖
に
よ
る
水

供
給
停
止
で
そ
の
反
乱
を
押
さ
え
込
ん
だ
。
つ
ま
り
、
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ

ン
国
は
、
そ
の
水
資
源
政
策
の
目
的
を
ラ
ウ
ザ
ー
ン
運
河
下
流
域
の

潅
漑
地
拡
大
か
ら
、
ト
ル
ク
メ
ン
を
臣
従
さ
せ
る
た
め
の
手
段
へ
と

変
化
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
オ
ア
シ
ス
定
住
民
に
支
え
ら
れ
た
ヒ

ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
政
権
は
、
定
住
民
の
経
済
力
と
オ
ア
シ
ス
に
流
入
す

る
騎
馬
遊
牧
民
の
軍
事
力
を
結
合
す
る
こ
と
で
、
遊
牧
民
を
統
制
し

て
い
た
が
、
水
供
給
の
制
限
と
火
器
を
備
え
た
軍
事
力
の
活
用
へ
と

そ
の
手
段
を
変
化
さ
せ
た
こ
と
を
著
者
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

続
く
第
二
章
「
帝
政
ロ
シ
ア
の
ア
ム
ダ
リ
ヤ
転
流
計
画
と
ヒ

ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
」
で
は
、
一
八
七
三
年
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け

て
の
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
の
潅
漑
政
策
と
帝
政
ロ
シ
ア
政
府
な
ど
の
潅

漑
事
業
と
の
関
係
が
、
現
地
語
史
料
と
ロ
シ
ア
植
民
地
行
政
文
書
や

ロ
シ
ア
人
潅
漑
技
師
の
論
文
を
も
と
に
検
証
さ
れ
て
い
る
。
一
八
七

三
年
に
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
が
ロ
シ
ア
の
保
護
国
と
な
っ
た
際
に
、
ロ

シ
ア
の
潅
漑
計
画
立
案
者
は
、
一
八
世
紀
初
頭
の
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世

以
来
の
宿
願
で
あ
っ
た
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
カ
ス
ピ
海
へ
の
転
流
計
画
の

実
施
を
試
み
た
。
だ
が
、
季
節
ご
と
年
ご
と
に
ア
ム
ダ
リ
ヤ
の
水
位

が
変
化
す
る
な
ど
の
自
然
環
境
や
、
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
政
府
と
住
民

に
か
か
る
潅
漑
作
業
の
負
担
、
和
平
条
約
の
不
安
定
さ
に
起
因
す
る

ハ
ン
国
政
府
の
懸
念
に
加
え
、
ラ
ウ
ザ
ー
ン
新
運
河
を
介
し
た
転
流

実
現
を
楽
観
視
し
、
十
分
な
調
査
を
経
た
計
画
で
は
な
か
っ
た
こ
と

が
最
大
要
因
と
な
り
同
転
流
計
画
は
失
敗
し
た
。
同
計
画
は
、
新
潅

漑
地
創
出
と
ト
ル
ク
メ
ン
を
農
耕
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
も
目
的
の
一

つ
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
計
画
が
失
敗
し
建
設
工
事
が
中
断
さ
れ

た
こ
と
で
ト
ル
ク
メ
ン
は
水
不
足
と
家
畜
の
減
少
に
直
面
、
一
八
九

九
年
か
ら
一
九
〇
二
年
に
騒
擾
を
開
始
し
た
。
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国

は
、
ラ
ウ
ザ
ー
ン
運
河
支
流
の
水
量
を
増
や
し
潅
漑
地
を
確
保
、
ト

ル
ク
メ
ン
に
分
与
す
る
と
と
も
に
、
一
部
ト
ル
ク
メ
ン
を
ハ
ン
国
領
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内
か
ら
排
除
す
る
こ
と
で
お
さ
め
た
が
、
こ
の
政
策
変
更
は
ヒ

ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
宮
廷
内
の
権
力
構
造
の
中
に
対
ト
ル
ク
メ
ン
対
策
を

軸
に
対
立
構
図
を
作
る
と
い
う
副
作
用
を
も
た
ら
し
た
。
著
者
は
、

ソ
連
時
代
の
民
族
共
和
国
境
界
画
定
（
一
九
二
四
年
）
に
お
い
て
、

ホ
ラ
ズ
ム
が
ウ
ズ
ベ
ク
と
ト
ル
ク
メ
ン
に
分
割
さ
れ
た
直
接
的
な
原

因
は
ウ
ズ
ベ
ク
と
ト
ル
ク
メ
ン
間
の
長
年
の
水
資
源
を
め
ぐ
る
対
立

で
は
な
く
、
新
ラ
ウ
ザ
ー
ン
運
河
建
設
と
そ
れ
に
起
因
し
た
ト
ル
ク

メ
ン
騒
擾
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
現
地
社
会
の
対
立

の
背
景
に
は
、
ロ
シ
ア
が
現
地
潅
漑
の
現
状
や
歴
史
に
無
知
な
ま

ま
、
現
地
民
を
賦
役
に
よ
っ
て
潅
漑
作
業
に
動
員
す
る
こ
と
を
正
当

化
し
、
実
施
し
た
潅
漑
事
業
を
要
因
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。

第
三
章
「
ハ
ン
と
企
業
家
」
お
よ
び
第
四
章
「
帝
政
末
期
ア
ム
ダ

リ
ヤ
の
水
利
権
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
＝
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
関
係
」
は
、

一
九
一
三
年
か
ら
ロ
シ
ア
人
企
業
家
が
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
政
府
と
計

画
し
た
「
ラ
ウ
ザ
ー
ン
農
園
」
潅
漑
事
業
が
失
敗
し
た
要
因
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ラ
ウ
ザ
ー
ン
運
河
周
辺
の
水

利
用
を
め
ぐ
る
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
と
ト
ル
ク
メ
ン
の
関
係
、
ロ
シ
ア

政
府
と
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
関
係
、
帝
政
政
府
と
企
業
家
た
ち
と
の
関

係
を
、
イ
チ
ャ
ン
・
カ
ラ
博
物
館
蔵
三
八
九
四
文
書
、
ヒ
ヴ
ァ
で
書

か
れ
た
年
代
記
お
よ
び
青
年
ヒ
ヴ
ァ
人
の
回
想
録
、
ロ
シ
ア
植
民
地

文
書
、
露
亜
銀
行
の
文
書
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
企

業
家
は
、
高
い
生
産
性
や
原
綿
、
ア
ル
ア
ル
フ
ァ
の
将
来
的
発
展
へ

の
期
待
な
ど
投
機
的
な
目
的
だ
け
で
は
な
く
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
は

異
な
り
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
っ
て
土
地
所
有
権
取
得
な
ど
が
制
限
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
の
潅
漑
事
業
に
進
出
を
目

論
ん
で
い
た
。
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
も
、
銀
行
資
本
と
動
力
潅
漑
施
設

を
計
画
す
る
企
業
家
の
進
出
を
財
政
難
の
克
服
と
新
ラ
ウ
ザ
ー
ン
運

河
を
め
ぐ
る
ト
ル
ク
メ
ン
と
の
紛
争
解
決
に
利
用
す
る
こ
と
を
目
論

ん
で
い
た
。
だ
が
、
こ
れ
は
帝
政
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
企
業
活
動
の

規
制
を
、
む
し
ろ
ハ
ン
国
内
で
も
強
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ロ
シ
ア

の
土
地
整
理
農
業
総
局
は
、
ハ
ン
国
政
府
の
潅
漑
利
権
供
与
規
制
を

検
討
し
て
お
り
、
新
た
な
水
利
権
法
や
基
本
原
則
の
策
定
を
進
め
て

い
た
。
こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
で
推
進
し
て
い
た
新
た

な
潅
漑
事
業
の
振
興
に
よ
る
ロ
シ
ア
人
移
民
と
綿
花
栽
培
促
進
を
軸

と
し
た
開
発
政
策
の
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
へ
の
拡
大
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
ロ
シ
ア
革
命
以
前
と
な
る
一
九
一
四
年
に
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
は

潅
漑
の
自
主
裁
量
権
を
実
質
的
に
喪
失
し
、
政
府
も
一
九
一
五
年
に

は
ロ
シ
ア
軍
の
統
制
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
現

地
社
会
か
ら
地
理
的
・
文
化
的
に
隔
た
っ
た
、
帝
国
中
央
政
府
の
大

臣
、
官
僚
た
ち
や
企
業
家
た
ち
の
意
思
が
強
く
反
映
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
ト
ル
ク
メ
ン
の
抵
抗
を
激
化
さ

せ
、
ロ
シ
ア
軍
介
入
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
ロ
シ
ア
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革
命
に
よ
る
混
乱
を
招
き
一
九
一
八
年
一
月
か
ら
一
九
二
〇
年
四
月

ま
で
、
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
は
ト
ル
ク
メ
ン
の
実
質
的
な
支
配
下
に
置

か
れ
る
な
ど
、
潅
漑
を
め
ぐ
る
政
策
の
混
乱
が
ホ
ラ
ズ
ム
に
お
け
る

民
族
間
関
係
に
色
濃
く
影
響
を
落
と
し
た
と
い
え
る
。

さ
て
、
中
央
ア
ジ
ア
西
部
に
位
置
す
る
「
ア
ラ
ル
海
」
の
縮
小
問

題
が
国
際
的
な
注
目
を
集
め
て
久
し
い
。
ソ
連
時
代
の
大
規
模
灌
漑

開
発
を
主
要
因
と
す
る
ア
ラ
ル
海
の
縮
小
は
、
湖
水
塩
分
濃
度
の
上

昇
に
伴
う
生
態
系
の
破
壊
や
周
辺
住
民
の
健
康
被
害
な
ど
を
引
き
起

こ
し
「
二
〇
世
紀
最
大
の
環
境
破
壊
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

は
、
ソ
連
末
期
そ
し
て
ソ
連
解
体
後
の
経
済
的
混
乱
・
社
会
的
混
乱

で
、
老
朽
化
し
た
水
資
源
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
改
修
が
滞
っ
た
こ

と
、
共
産
主
義
体
制
か
ら
の
体
制
移
行
に
お
い
て
、
関
係
国
間
の
利

害
調
整
を
含
む
水
利
政
策
・
制
度
が
機
能
不
全
に
陥
っ
た
こ
と
で
ア

ラ
ル
海
の
縮
小
は
二
一
世
紀
に
入
っ
て
も
加
速
化
し
た
と
い
え
る
。

と
く
に
、
最
大
の
水
資
源
国
家
で
あ
る
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
と
最
大
の
水

消
費
国
で
あ
る
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
水
資
源
以
外
の
分
野
で
も
対
立

し
、
そ
の
対
立
が
水
資
源
問
題
の
解
決
を
よ
り
困
難
に
し
た
。
当
事

国
で
あ
る
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
と
国
際
社
会
は
、
こ
の
混
迷
す
る
水
資

源
問
題
に
対
し
、
対
話
の
基
盤
と
な
る
地
域
協
力
の
構
築
や
水
利
組

合
の
創
設
な
ど
を
通
じ
て
ガ
バ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
強
化
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
持
続
的
な
水
資
源
利
用
の
た
め
に
は
全
利
害
関
係
者
に

よ
る
協
働
に
基
づ
い
た
「
統
合
的
水
資
源
管
理
」
の
確
立
が
必
要
で

あ
る
。
そ
し
て
、
水
利
組
合
の
創
設
・
運
営
は
、
末
端
の
利
用
者
で

あ
る
農
業
従
事
者
を
統
合
的
水
資
源
管
理
に
関
与
さ
せ
る
基
盤
で
あ

る
。
た
だ
し
、
実
効
性
を
持
っ
た
水
利
組
合
の
あ
り
方
に
は
行
政
機

関
か
ら
の
権
限
移
管
だ
け
で
は
な
く
、
水
利
組
合
自
体
の
能
力
開
発

が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
重
要
に
な
る
の
が
水
利
組
合

を
め
ぐ
る
規
範
や
価
値
の
社
会
的
な
埋
込
で
あ
り
、
中
央
ア
ジ
ア
社

会
が
歴
史
的
に
培
っ
て
き
た
水
利
を
め
ぐ
る
規
範
・
価
値
と
の
整
合

性
で
あ
り
、
そ
の
伝
統
的
な
規
範
・
価
値
に
関
す
る
知
見
で
あ
る
。

以
上
の
観
点
か
ら
、
本
書
は
従
来
不
足
し
て
い
た
人
文
学
か
ら
中

央
ア
ジ
ア
の
水
資
源
問
題
の
考
察
だ
け
で
は
な
く
、
著
者
が
考
え
る

よ
う
に
現
在
の
中
央
ア
ジ
ア
が
直
面
す
る
水
資
源
問
題
を
考
え
る
上

で
も
評
価
さ
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
と
く
に
第
二
章
で
示
さ
れ
た

ロ
シ
ア
が
現
地
潅
漑
の
現
状
や
歴
史
に
無
知
な
ま
ま
実
施
し
た
潅
漑

事
業
が
現
地
社
会
に
対
立
を
も
た
ら
し
た
と
の
指
摘
は
、
現
在
の
中

央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
水
資
源
問
題
解
決
に
取
り
組
む
各
ド
ナ
ー
に

と
っ
て
も
重
要
な
示
唆
で
あ
る
。
現
地
の
潅
漑
状
況
、
な
に
よ
り
も

そ
の
歴
史
に
無
知
の
ま
ま
、
制
度
や
技
術
を
単
に
移
植
す
る
だ
け
で

は
水
資
源
の
分
配
が
う
ま
く
い
く
と
は
限
ら
な
い
。
新
た
な
潅
漑
技

術
や
制
度
の
導
入
で
起
き
う
る
社
会
的
な
影
響
を
可
能
な
限
り
予
測

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
今
日
の
中
央
ア
ジ
ア
の
水
資
源
問
題
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は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
と
も
結
び
つ
き
さ
ら
に
複
雑
化
し
て
お

り
、
ド
ナ
ー
が
帝
政
ロ
シ
ア
と
同
じ
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
現
地
の

潅
漑
の
現
状
や
歴
史
を
深
く
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

も
中
央
ア
ジ
ア
の
潅
漑
史
の
さ
ら
な
る
知
見
は
不
可
欠
で
あ
り
、
本

書
を
契
機
に
さ
ら
な
る
研
究
成
果
が
出
て
く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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